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1概　況

本市の自治体消防は.昭和2 3年3月の消防組織浸灘行に伴い、酬:-4f]IZ 「熊本市消防本部」として市庁舎内に

設置し漸梱務を開始したのがその始まりであれ以来、幾多の制度や機構の改編を楼て・射三では、市民に最も身

近な防災機関として、消防業務を展周しているo

近年では震災をはじめとする大規模災宮に対応するため、バー-ド・ソフト両面にわたる各種施策を実施しているO

その主なものとして、地域の防災機能を更に充実させるため、市域にバランスのとれた消防署所の整備を計画する

とともに、災害の変容に迅速に対応するため、緊急消防自動　輪帝(赤バイ)をはじめ各種消防装備資機材の整備な

どハード面の充実を囲っている。また、ソフ用においては、社会構造の変化や科学技術の進歩等に伴い、予想を超

ぇた新しいタイプの災害等の発生も考えられ、あらゆる災宮等に対応できるよう、より高度な知識と技術を有する「精

強な消防部隊の育成」を推進しているところである。

更に、 r自分の身は、自分で守る」という防災の基本コンセプトをスローーガンに自主防災クラブの結成や救急ボラ

ンティアのf減など、巾民・企m　行政が雄: ・体となった「%.-?:-に強し、まちづくり」を械梯抑こ船堕しているo

l)、明治以来、歴史ある消防団は,地域における防災の要であり、高い技術IJjと常備消防との連携のもと、活動

拠点施設及び・軸5 ・装備等の酬逐図りながら、訓練や研修を行い地域の防災リ-ダーーとしてその充実強化に努めて

HSU

(1)平成1 6年度重点施策

ア　市民と連携した消防・救急救助体制の強化

○　火災予防対策の推進

最近における火災の実態等に鑑み平成1 4年に消防法が改rt三されたことを踏まえ・防火対象物における違反是

IEの徹底と併せて職員の違反処舶巨力の帖二を図るとともに、新たに設けられた防火対象物の定期点検報告制度

等の運用について動封畑こ取り組むO

また、建物火災による犠牲者の多くがイ純で発生していることから、関係機関等との連携を強化し、住宅防火

診断等の効果的な住宅防火対策を推進するo

o　自主的な防災体制の充実強化

阪神・淡路大震災における地域住比の鋸三的な防災活動の重要性を改めて認識し、 「自分たちの地域は自分た

ちで、柏」をスロjjlンに、地域の防火防災意識の高揚を図るため、自・L防災クラブ、救急ボランティア等の育

成指導を積極的に推進することにより、地域ぐるみの防災体制の掛:/'を図るo

O　消防酬舌動の促進

地域における身近な消防防災の1トダ一一として重要な役割を担う消防用の活動を積極的に支援するとともに、

消防捌臓の整備):、用員教育の欄の充丸さらにはサラリーマンl寸恨、女性巨億等の活動環境の整備を図り、

消防用を中心とした地域の防災体制の確立を図るo
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イ　消防活動基盤の充実強化

○　消防防災活動拠点施設の充実強化'

災害による被告の軽減や防災意識の普及を図るうえでの薫要な活動拠点である消防署及び消Witii'i長所は、通日:I

に朽di;<ほれることが必要であり、市勢のm展等を見定めながら、 ,I削ijfの新設、紗転及び統廃合を計Ii榔勺に進める

とともに、既設庁舎についても、補修・改築等の機会をとらえて消防防災活動拠点施設としての機能充実を図るo

○　服務規律の徹底と業務執行体制の更なる改拒

本市消防行政の適l屈、つ公11三な執行を図り、消防に対する市民の更なる信頼向上を目指し、服務規律の徹底と

併せて業務執行体制の改3封こついて検討する。

また、職員としての基本的な資質の向上を目指し、薬礎的な実務能力の向Lと倫理意識の高揚を図るため、研

修の充実に努める。

○　救急業務の高度化の推進

増加の一途をたどっている救急事案への的確な対応を図るため、医師による救急救命士に対する指示、救急救

命士を含む救急隊員に対する指導・助言体制の充実、救急活動の医学的観点からの~胸糞検証体制の充実、救急隊

即肝修の充実等のいわゆるメディカルコント「トール体制を整備するとともに、救急救命I:が行う処置範囲の拡大

等の動向なども見定めながら、救急業務の更なる高度化をめざすo

○　特殊災害等への対応体制の確立

NBCテL~l等の特殊災害への対応体制の充実を図るため、対策について更なる検討を行い、その結果を踏まえ、

各種対応車両・資機材のI -・層の充実に努めるとともに、各種災害に適切かつ迅速に対応できる消防部隊を育成す

るために、消防防災技術の研究と教育訓練の充実強化を図る。

○　消防分野における情報化の推進

「 I T革命に対応した地方公共用体における情報化施策等の推進に関する指針Jに掲げられている地方公相瑚

体の電子化、いわゆる電子市役所の実現に向けた取り組みの--一一環として、消防通信のデジタル化等による情報通

信の高度化についての調査検討と併せて、消防分野における申請・届出の電子化等の導入についての研究を行う。

ウ　消防の広域的体制の礁化

○　大規模災害対応体制の強化

大規模災害に適切に対応するため、熊本県消防広域応援ォ-#計画などに基づく防災関係機関相Z」の合同訓練等

の実施や、防災消防ヘリコプターの効果的な清川について調査研究し、消防広域応援体制の強化を図る。

○　緊急消防援助隊の充実強化

緊急消防援助隊の有碑こおける速やかな編成及び活動の円滑化を図るため、全国及び各ブロックの合同訓練等

への積極的な参加により、部隊編成の迅速化及び部隊連携を強化し活動能力の直圧に努める。
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(2)消防職員・消防車両等配置伏見 (、ド16.4. 1現存〕
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(2)原因別被害状況
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3　救急・救助統計

(1 )救急舌動の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成5^)
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++i七
1̀,

た&l51兄
技

X
負

傷

行

為

J己、
柄

の
也

I 2,576 I:ち 2 二+lS 6 l5 287 32 47 1,640 286

? 1.8-18 川 229 I 16 川う 1g 3 2 1.0 97 ∵;<s

3 2,116 】5 ∴ 二 12 川 二tu 川 118 t.二二∵ 253

.I 1,887 =ー ? ∵小一 川 16 207 ∃IT 、l3 1.0 64 ご:子S

a 1,99 1 ll I 3 24 l3 3 1 ∑og 21 48 1▼09 9 237

6 1,911 21 2 98 川 2 6 ∵0∵ 19 蝣17 1,0 51 228

∫ I,99 1 l.'i 1 283 12 2 2 228 25 -10 l, i n ::o

8 2 ,02 -1 16 +l 二う l3 33 2 92 2:3 118 1,053 22 l

9 1,954 川 + こt 302 「t 17 2 25 ー7 55 一,085 2 16

10 2.020 l2 :I :u iL' ll .1?・ ご+捕 13 43 1,077 2 19

lI 1,996 15 Hl川 日 22 247 10 39 1,ー2 1 +: 川

12 2, 192 20 ど 3 13 捕 川 tii川 13 31 ,243 23 1

計 24.509 19: 16 3,53-1
蝣蝣

260 2,9 13 225 521 13.899 2.80 -1

1 4 年 23.009 209 26 3▼613 一.'Ui ご榊 2,6-18 :=Z 520 12,74-1 2 ,65 2

1 3 年 22,257 283 26 3.613 142 229 2ー605 24 5 tlGご 12.188 2 .56 1

1 2 年 20ー910 :I.ll 9 3,59 6 159 20 5 2,288 二:u 435 1,337 2 ,42 2

1 1 年 19,43-1 226 、}8 22 3.34-i 「11 179 2,217 川 :l 3 32 10 . Itiー 2 .259

(2 )救助活動の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成15年)



4　消　防　広　報

( l )広報活動状況回数　　　　　　　(平成15'tf/幻

車 両 に よ る 住 宅 防 火 診 断 幼 年 消 防 b 4F i、l′
/J u 榊 li防

lサ火 広 純

1 3 , 3 3 1回

世 帯 訪 問 ク ラブ 指導 ク ラ ブ指 導

防火 指 導 、

防災 指 導

7, 9 58

消 火

防 火

lif t!∴
(同 左 )

:u 8 「13

(2)広域防災センター入館状況

川 体 i . 般
i

合 計

35 1川 体 17 , 4 8 0人

l

8 8人 17 , 5 6 8人

(3)消防音楽隊活動状況

潮 捌削系 市 鞘係 矧 瑚係 … そ の他 計

10 ど 1 17 I一o

5　予　　　　　　防

(1 )危険物製造所等 (平16. 3.31現m

所

柄

(2)同意建物工事別件数(消防法第7条)

-　385--



(3)防火対象物現況
( 5f - 1 6 . 3 . 3 1 現 皮 )
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i 川 1 1 I I l3 0 2
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]主を ′!、 15j
2 9 1 1 3 7 .1 6 d ご川 7 2 .i.i 12 :日 6 -I 1 2 9 5 66 0 二川

a

メ 旅 肘、 ;ー' テ ル At弓二 1 7 2 2 IS Ll6 19 2 5 2 6 l l 1 8 8 9 5 2 0 6 】

u m n tf、八一り】什′」;*,'ぢ: 3 2 1 2 . 5 -12 8 O 3 I, 5 10 l 「l 2 .9 6 7 0 0 , 5 3 S ', 0 19

6
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缶 緋 ′.i: ヰ支
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8 lネ7 JJr 包.号、 m 物 灯 :〕 Ll 2 () 0 l l 0

9 .

イ 燕 :<t、担 a ¥ $ r H i i 1 t=3 日 2 I :16 1 3 0 0

【コ イ 以 外 の 公 .衆 獅 lH
- 8 I b 0 0 1 20
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イ ÷ 十十 V iヾ 2 7 日 2 丁0 淵 t, ,¥'.i 2 3 8 0 0 1:川 ÷小一

rコ 映 F轍 テ レビスタシ.汁 0 り 0 い
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イ 柄 ,rltil、与iI 車 現 lr3 2 0 ll 5 2 I M 0 0 X さ川

J 格 的 ル 0 0 0 0

I ft ;蝣!蝣 「11 ∫ 、ー9 7
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1 2 3 8 lTl 0 0 川 1, 0 2 6
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m ift '- にr;亥、L,Lしな い

1一 業 Jリrl
I f.Iう 2 . -I 2 13 蝣M l" 1 7 7 H こう:ヰ 0 0 5 -16 8 5 9

】6

イ
午こs i 'lit 火 .よ、蝣I * 物 を

∫.∫. す る 相 .介 川 i去
6 6 3 、16 2 ( 7 1 7 9 3 5 5 1S T 3 5 3 5 こ1 2 2 2 28 0 , 0 5 5 () h lti

a イ 以 外 の 枚 {†川 ifl… 9 1 2 8 6 8 3 ∴IJ 9 1 :i 二g 0 0 2 6 5 8 4 8

Ih i'十L- 地 卜 ill 0 0 0 0

】7 Hi 蝣媒 文 化 肘 3 I/I 3 0 10 0 0

l8 ア ー ケ l一..J ド 1 ▼t 1 0 0 0 6
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I l l 7 5 2 7 0 2 3 ,8 19 I ..1 1, 0 4 2 1 , 3 1 5 3 . 12 9 1 5 1 9 9 3 8 0 5 4 , 7 6 0 7 9 7 2 . 7 S 7 2 , 8 2 2 1 2 ′0 0 8

(注)第1種検査対象物:消防テ去施行令別表第1に掲げる防火対象物で、法第8条の2の2に規定する防火対象物及び暫定適マーク制

度に掲げる防火対象物O

第2秤検査対象物二第1種検発対象物以外の特定防火対象物で、法第8条の規定に基づく防火管理者を必要とする防火対象物及

び法第8条の2の規定に基づくこ裾=11射く管理を必柴とする防火対象物又はIIr削UJ'法施行令別表第1の1 7項に

掲げる防火対象物。

第・/1種検企対象物: 7削yj-法施行令別表第1に似ずる非特定防火対象物のうち、法第8条の規定に基づく防火管耳i-!者を必要とする

防火対象物。

第5種検査刈馴勿:消防法施行令別炎第1に抱けるIK火対象物のうち、第1仲横瀬対象物、第2稚検査対象物、第3稚検査封壌

物(危険物施設)及び第トl仲検査対象物に分頬されない防火対象物。
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(4)中高層建築物の現況 (平16.3. 31現蝣ffj



6　緊急通信状況

7　消防水利状況

8　消　　防　　団

(1)組　　織　　　　冊　74分団l融I 3,530人綻数)

3,310人(実員)うち女性29名
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(2)団員及び消防ポンプ数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平16.4.1現ft)

階 級 別 l-tl 1* 副 トf】長

日

分 間 .良 副分間 lEを 郡 長 班 長 川 t i 計
消 防 ボ ンフ

H 軌 東

小 型 動 ノ]ボ ン フ

付 紙 .減 車

小 >s 動 力

ボ ン フ

現 在 歎 1 7 LI
7 6

I P

「18

r_M

.】3 3

( 1)

2 , 5 6 7

<.. '! '>

3 , 3 10

2 9
Ll ー2 3 a ;)

( )女性団員

(3)報酬及び費用弁償　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平16.日現在)

階 級 別 川 長 副 間 接 分 団 長 副 分 団 長 部 長
t班 長 そ ㍉ fill

;蝣蝣> in Li

報 酬 年 蝕 (I1)) 74 ,( 59,000 39,000 33,000 2こ1,000 23,000 22▼000

区 分

‥1

費 用 弁 償 額 (円)

訓 維 出 動 等 uに つ き 2,400

研 修 、捕 苦7又 は 訓練 のた め 本 IH-消防 学 校 に入 校 した と き 】 級 4 ,000
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